




A Study of the Relationship between Morningness-
Eveningness in Human Circadian Rhythms and












































































タ　イ　プ 全体 男　子 女　子
明らかな熱型 0 0 0
（70－86点） （0．0％） （0．0％） （0．0％）
ほぼ差料 9 0 9
（59－69点） （6．6％） （0．0％） （10．5％）
中　間　型 88 29 59
（42－58点） （64．2％） （56．9％） （68．6％）
ほぼ夜型 35 18 17
（31－41点） （25．5％） （35．3％） （19．8％）
明らかな夜型 5 4 1
（16－30点） （3．7％） （7．8％） （1．1％）
合　　計 137 51 86
平　均　点 46ユ1 42．86 48．04



































因　　　　子 全 体 男 子 女 子
充実感気分一 15．62 15．59 15．64
退屈・空虚感 （4．51） （4．57） （4．48）
自立・自信一 16．24 17．22 15．66＊
甘え・自信のなさ （3．45） （3．29） （3．41）
連帯一 17．27 17．96 16．86
孤立 （3．85） （3．65） （3．90）
信頼・時間的展望一 18．ll 17．57 16．84
不信・時間的展望の拡散 （3．37） （3．33） （3．36）
66．24 68．33 65．00




第Il 第　2 第　3 第　4 全体
第1因子（充実感気分一） 1．00
第2因子（自立・自信一） ．29 1．00
第3因子（連帯一孤立） ．57 ．33 1．00
第4因子（信頼・時間的展望一） ．64 ．34 ．37 LOO
















男 子 女　　子 全　　体
M－E × 充実感 F1 ．ll ．21 ．17
M－E × 充実感 F2 ．03 ．07 一．01
M－E × 充実感 F婁 ．05 ．23＊ ．12
M－E × 充実感 F4 ．23 ．31＊＊ ．24＊＊





M（n＝13） E（n＝12） tの値 M（n＝25） E（n＝27） tの値
充実感　Fl 14．62 14．25 16．52 14．26
（5．20） （4．23） （4．98） （4．43）
充実感　F、 16．62 16．58 16．28 16．15
（4．16） （2．84） （3．41） （4．12）
充実感　：F、 18．31 17．42 17．68 15．37 t＝2．40
（3．02） （3．09） （3．52） （4．32） P＜．05
充実感　F、 17．62 16．08 17．96 15．33 t＝2．67
（3．03） （3．68） （3．65） （3．30） P＜，05
充実感　T。 67．15 64．33 68．44 61．11 t＝2．13
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図1　M－E得点のM群とE群の充実感尺度得点の比較（女子）
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群の間に有意味な差異は認められなかった。男子の場合，M－E得点の分布が20～58であ
り，M群といっても，表1のカテゴリーからいえば全員「中間型」であり，「明らかな朝
型」や「ほぼ朝型」のカテゴリーに分類される男子大学生は皆無であった。その結果，M
群とE群の間に差が認められなかったのではないかと考えられる。
　女子の場合，図1のように，F、～T。の全部の得点でM＞Eであるが，統計的に有意な
差のあったF3とF、について検討する。
　F、は連帯一孤立因子であり，青年の連帯意識，孤立意識を測定している。F、に含まれ
る5つの質問項目のうち3項目は下位分類「孤独感」に，残りの2項目は下位分類「焦燥
感」と「自己嫌悪感」に含まれる項目である。このうちM群とE群の間で有意差のあった
項目得点は「焦燥感」に含まれる「（23）自分の理想とかけ離れた今の生き方に焦燥感を
感じる」（M＞E）であった。他の4つの質問項目では有意差はみられなかったが，各項
目得点ともにM＞Eとなっている。相対的にM群の方がE群よりも仲間との連帯意識が強
いといえるが，かといってE群孤立意識が強いわけではなく，「孤独感」に含まれる3項
目のE群の平均項目得点は3．33，3．42，3．63である。
　F、は信頼・時間的展望一不信・時間的展望の拡散因子であり，大野（ユ984）は「社会
生活の中での自己の存在を肯定する信頼感を内容としていると考えられる。また，希望・
目標の下位分類に含まれる自己の将来に対する開いた時間的展望を示す項目もこの因子に
含まれている」と述べている。しかし，F、の因子得点を算出するのに用いた5項目は前
者の「自己の存在を肯定する信頼感を内容」とするものである。M群とE群の項目得点
を比較してみると，「（50）毎日の生活の中でものをやりとげる喜びがある」（M＞E），
「（46）私は価値のある生活をしていると思う」（M＞E），「（38）私には毎日の生活の中
でなにかへの使命感がある」（M＞E）の3項目で有意差が認められた。
　F、やF、及び充実感尺度の全体得点のいずれにおいてもM＞Eの関係が認められたとい
うことは，女子大学生については，M群もE群も全体としては充実感について正の傾向を
示しており，決してE群の女子の空虚感が強いというわけではないが，相対的に，「夜型」
の女子大学生よりは「朝型」の女子大学生の方が生活に充実感を感じているといえる。今
回の調査では，対象者に対して生活時間の調査を実施していないので，夜型の学生が，夜
遅くまでどの様な生活を展開しているのかは明らかではない。しかし，もし生活上の目的
意識が希薄であったり，空虚感から夜遅くまで飲酒や遊戯，カラオケ等にふけっていると
すれば，大学生の生活としては少々心配である。
　今回は，子日性リズムのタイプと生活感情としての充実感一空虚感の関係について検討
したが，今後，パーソナリティ特性や学業成績，動機づけ水準との関係についても検討し
ていく必要がある。また，小・中学生の生活リズムの乱れが指摘されているが，小学生や
中学生を対象とした厄日性リズムのタイプを測定する方法の開発や，そのタイプとパーソ
ナリティ諸変数との関係に関する研究をする必要がある。児童・生徒の心身の健康に関係
する要因は複雑多岐にわたっているが，早寝早起きと朝，昼，晩のバランスのとれた食事
の習慣，日中における活発な身体活動や精神活動，夜の十分な休息，睡眠等による生活リ
ズムの確立は，基礎的な要因であると考えられるからである。
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